
【事業実績】 

鑑賞会、ワークショップ、講演会の開催 
あかちゃんから大人まで、アートに親しむきっかけとなるよう、体験型の鑑賞会やワークショップ、 

講演会などを開催した。 

●ワークショップ 「あなたの『好き』を描こう、つくろう」 

2022 年 12 月 10 日(土)  対象：外国語を母語とする 3 歳児～小学生と保護者 参加者：6 名  

＠ちひろ美術館・東京 講師：冨田めぐみ（NPO 法人赤ちゃんからのアートフレンドシップ協会代表） 

外国語を母語とする家族に向けたワークショップを開催した。日本語の理解がむずかしい家族には、英語通

訳者を介してコミュニケーションを図った。 

 
 
 
●あかちゃん・子どものための鑑賞会    

2022 年 12 月 11 日(日)  対象：0 歳児～小学生と保護者 参加者：30 名 ＠ちひろ美術館・東京  

講師：冨田めぐみ（NPO 法人赤ちゃんからのアートフレンドシップ協会代表） 

午前の部は 0 歳から 2 歳児、午後は 3 歳児以上と対象を分けて、親子のための鑑賞会を開催した。 

 
 
 
●鑑賞会 「目の見えない白鳥さんといっしょにちひろの絵を楽しもう」  

2023 年 1 月 8(日) 対象：一般 参加者：6 名 ＠ちひろ美術館・東京  

ナビゲーター：白鳥建二（全盲の美術鑑賞者） 

全盲の美術鑑賞者である白鳥建二さんと展示室をめぐり、ちひろの作品を楽しむ鑑賞会を開催した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
●美術館の所蔵品カードワークショップ  

ちひろ美術館と練馬区立美術館の所蔵品カードを使い、アートを楽しむワークショップを開催した。 

〇ワークショップ「美術館カードであそぼう！」 

 2022 年 10 月 1 日(土) 対象：小学生以上 参加者：11 名 ＠練馬つながるフェスタ in 石神井 

〇ワークショップ「美術館カードで絵を楽しもう！」 

 2023 年 2 月 4 日(土) 対象：未就学児～大人 参加者：32 名 ＠石神井図書館 

 
 
 

参加者の声 「子どもが関心を持った絵の解説があり良かった。」「子どもと一緒に美術館をたのしむヒントを 

いただきました。」 

参加者の声 「決まったタイトルではなく自由に作れることがとてもよかったです。」「親へのお話やアドバイ

スがとても有意義でした。」「特に、外国の家族のために企画してくださったことに感謝です。」 

参加者の声 「話しながら、考えながら絵を深く感じるという、不思議な経験。」「一枚の絵にふたつ以上のス

トーリーがあることに初めて気づいた。」「いつもと違う自分を発見した。そのことに感動した。」 

参加者の声 「人それぞれの発想、イメージの違いがすてきだった。」「五感を使う感じで楽しかった。」 

「絵のタイトルを知らないからこそ楽しめた。」「色々な絵画にふれられて良かった。美術館に行きたくなった。」 
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●松本猛講演会「江戸からいまへ 日本の絵本の歩み」 
2022 年 9 月 17 日(土) 対象：一般 参加者：39 名 ＠石神井図書館（23 名）・＠貫井図書館（10 名）・

＠南田中図書館（6 名） 講師：松本猛（ちひろ美術館常任顧問） 
美術館と図書館が連携し、開催中の展覧会への理解を深める講演会を行った。石神井図書館で行った講

演会を他の２館の図書館にオンラインで同時上映し、各会場で絵本の歴史について学ぶ機会とした。 
 
 
 
●親業講演会 「―今日から実践できる―子どもに気持ちが伝わる話し方」 
2022 年 10 月 29 日(土) 対象：大人（託児付き）参加者：15 名 ＠ちひろ美術館・東京 
講師：田中満智子（親業訓練インストラクター） 
 
 
 
ワークシート・ブックリストの作成、配布 
美術館、図書館、若者就労支援団体が連携し、ワークシートやブックリストを通じて、アートと読書を

楽しむ発信活動を行った。 
●ワークシート「小さな命をみつめるまなざし」 
制作：ねりま若者サポートステーション・ワークシート制作プログラム 
                           
  
 
 
 
 
 
 
●「日本の絵本のあゆみ」ブックリスト 
制作：ちひろ美術館・石神井図書館・貫井図書館・南田中図書館 
●「いわさきちひろがくらした石神井」ブックリスト  
制作：ちひろ美術館・石神井図書館・貫井図書館・南田中図書館 
 
 
 
 
 
 
 
先進事例調査・研修の実施 
 アクセシビリティを高めるという課題に向けて、先進的な取り組みを実践している美術館の事例に学

ぶ調査訪問や、聴覚障がい者の方々へのヒヤリング調査などを行った。あわせて「やさしい日本語」の

研修を受けるなど、これからの活動に活かす取り組みを進めた。 

参加者の声 「絵巻などから連なる絵本の成り立ち、面白さが興味深い。」「絵本が生きている存在、メディアであ

ることを認識できた。」 

 

 

参加者の声 「シンプルな気づきがあった。」「グループでの話し合いが良かった。」「保育園の仕事に役立てたい。」 

「能動的な声かけは、子どもだけでなく夫との関係にも活かせると思った。」 

ワークシート制作プログラム参加者の若者の声 

「子どもから大人まで、いわさきちひろさんを好きないろんな人の気持ちを考

えながらチームのみんなで”これでよい”と決めたものをつくることができ

た。」「ちひろさんの資料や絵にふれながら、コンテンツを考えるのが楽しかっ

た。」「平和な雰囲気のなかで協力しあえたので、いいアイデアがまとまった。

自分のなかに他者への気配りや考えを伝える自信が深まった。」 
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ワークシート「小さな命をみつめるまなざし」 




